
1 
 

日文系畢業生在日本飯店就業的初期職場適應  

 
羅濟立  

東吳大學日本語文學系  教授  

 
摘要  

 

本研究的目的是以畢業後即刻在日本飯店正職工作的台灣日文系

學生為對象，透過分析其在職場上的適應過程，探討職場適應的問題

點和適應過程，並以此為據，考察飯店端或大學端應該具備哪些支持

系統，提供日文系畢業生有更完善的日本就業工作環境。  

分析的結果顯示，日文系畢業的日本飯店從業者在進入飯店並克

服對工作內容的最初焦慮之後，會面對跨文化溝通、人際關係和業務

執行上困難等三大問題。但是，隨著時間的推移，在獲得上司、同事、

客人的接納和非正式的支持下，重新確認就業環境的現實，感受工作

意義而建立信心並繼續工作，直至適應飯店的工作環境。研究傳達了

日本飯店職場的實際情況，並向飯店或大學端提供了有關建立支持系

統以使其安心工作的方向。  

 

 
關鍵詞：日文系畢業生，飯店從業員，職場適應，支持系統，跨文化

教育  

 

 

 

 
 

受理日期 : 2 0 2 1 年  0 2 月  2 6 日  

通過日期 : 2 0 2 1 年  0 5 月  1 4 日  
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A b s t r a c t  

 
T h e  p u r p o s e  o f  t h i s  s t u d y  i s  t o  a n a l y z e  t h e  w o r k p l a c e  

a d a p t a t i o n  p r o c e s s  o f  Ta i w a n e s e  h o t e l  p r a c t i t i o n e r s  w h o  a r e  

w o r k i n g  i n  J a p a n e s e  h o t e l s  i m m e d i a t e l y  a f t e r  g r a d u a t e d  f r o m  

J a p a n e s e  l a n g u a g e  d e p a r t m e n t ,  a n d  t o  i n v e s t i g a t e  t h e  

p r o b l e m a t i c  p o i n t s  a n d  a d a p t a t i o n  p r o c e s s  o f  w o r k p l a c e  

a d a p t a t i o n ,  a n d  t o  e x a m i n e  w h a t  s u p p o r t  s y s t e m s  s h o u l d  b e  i n  

p l a c e  o n  t h e  h o t e l  s i d e  o r  u n i v e r s i t y  s i d e  t o  p r o v i d e  J a p a n e s e  

l a n g u a g e  g r a d u a t e s  w i t h  a  b e t t e r  w o r k i n g  e n v i r o n m e n t  i n  J a p a n .  

T h e  r e s u l t s  o f  t h e  a n a l y s i s  s h o w e d  t h a t  J a p a n e s e  h o t e l  

g r a d u a t e s  f a c e  t h r e e  p r o b l e m s :  c r o s s - c u l t u r a l  c o m m u n i c a t i o n ,  

i n t e r p e r s o n a l  r e l a t i o n s h i p ,  a n d  b u s i n e s s  d i f f i c u l t i e s  a f t e r  

e n t e r i n g  t h e  h o t e l  a n d  o v e r c o m i n g  t h e i r  i n i t i a l  a n x i e t y  a b o u t  

t h e  j o b  c o n t e n t .  H o w e v e r ,  o v e r  t i m e ,  w i t h  t h e  a c c e p t a n c e  a n d  

i n f o r m a l  s u p p o r t  f r o m  s u p e r v i s o r s ,  c o l l e a g u e s ,  a n d  g u e s t s ,  t h e y  

r e a f f i r m  t h e i r  f u t u r e  p o t e n t i a l ,  f e e l  t h e  m e a n i n g  o f  t h e i r  w o r k ,  

a n d  b u i l d  c o n f i d e n c e  t o  c o n t i n u e  w o r k i n g  u n t i l  t h e y  a d a p t  t o  

t h e  h o t e l  w o r k i n g  e n v i r o n m e n t .  T h e  s t u d y  c o n v e y s  t h e  a c t u a l  

s i t u a t i o n  o f  t h e  J a p a n e s e  h o t e l  w o r k p l a c e .  

 

K e y w o r d s : T a i w a n e s e  g r a d u a t e d  f r o m  J a p a n e s e  l a n g u a g e  

d e p a r t m e n t ,  h o t e l  p r a c t i t i o n e r s ,  a d a p t a t i o n  p r o c e s s ,  

s u p p o r t  s y s t e m ,  i n t e r c u l t u r a l  l e a r n i n g   

 



3 
 

日本就職に対する元日本語学科生の初期適応について  

―ホテルスタッフを対象として―  
 

羅濟立  

東呉大学日本語学科  教授  

 

要旨  

 

本研究の目的は、日本に滞在している台湾人元日本語学科生スタ

ッフに焦点を当て、労働現場における職場適応プロセスの分析を通

して、職場適応の課題と適応プロセスを明らかにすること、また、

それを踏まえ、日本滞在の台湾人ホテルスタッフがより働きやすく

なるための支援策を考察することを通して、ホテル側や大学側の支

援体制への示唆を与えることである。  

調査分析の結果、ホテルの労働現場への適応に至った台湾人スタ

ッフは、入職直後に仕事内容に対する初期の不安を克服した後、異

文化交流、人間関係、業務遂行上の困難の 3 つの課題に直面するが、

時間経過に伴い、上司・同僚・客からの承認やインフォーマルなサ

ポートを受けることで、自身の将来性を再確認でき、やりがいを感

じて自信を確立し、仕事を継続していくという職場適応プロセスが

明らかになった。職場の実態を伝えると共に、ホテル側や大学側に

対して、安心して働ける支援体制の構築の方向性への示唆を与えた

と考えられる。  

 

キーワード：元日本語学科生、ホテルスタッフ、職場適応、支援体

制、異文化教育  
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日本就職に対する元日本語学科生の初期適応について  

―ホテルスタッフを対象として―  

 

羅濟立  

東呉大学日本語学科  教授  

 

1 .  研究の目的と背景   

日本の厚生労働省が公表した「「外国人雇用状況」の届出状況ま

とめ【本文】」によると、令和元年 1 0 月末現在の外国人労働者数

は約 1 6 6 万であり、届出義務化以降、過去最高を更新したという 1。

外国人の雇用が増加している理由として、一つは労働人口の減少へ

の対応、もう一つは優秀な人材を広く確保しようという企業戦略と、

大きく分けて 2 つが考えられている。特に、中小・小規模事業者が

中心で、「専門的・技術的な外国人受け入れ制度のあり方を検討す

る必要がある」と、安倍晋三元首相は経済財政諮問会議でも発言し

ている 2。優秀な外国人を正社員として雇用することによって、日

本にはない価値観やアイデアが社内で育つというポジティブな可能

性もあるため、日本政府が外国人労働力の取り入れを積極的に行な

っている。  

一方、台湾・教育部では国際的な競争力を高めるために、 2 0 1 3

年に「教育部人材育成白書」を発表し、「移動力」、「就職力」、

「創新力」、「越境力」、「情報力」、「公民力」という 6 つのコ

ンピテンシーを出した 3。その中で、学んできたものが活用でき、

雇用され、問題を解決できる「就職力」は、社会や学校から多くの

 
1「外国人雇用状況」の届出状況まとめ【本文】（令和元年 1 0 月末現在）  
h t t p s : / / w w w . m h l w . g o . j p / c o n t e n t / 1 1 6 5 5 0 0 0 / 0 0 0 5 9 0 3 1 0 . p d f  2 0 2 0 年 7 月

2 1 日検索。  
2「専門的・技術的分野における外国人材の受入れに関するタスクフォース」  
h t t p : / / w w w . c a s . g o . j p / j p / s e i s a k u / g a i k o k u j i n z a i _ t f / i n d e x . h t m l  2 0 2 0 年 7

月 2 1 日検索。  
3  「 教 育 部 人 才 培 育 白 皮 書 」 h t t p s : / / w w w . n a e r . e d u . t w / f i l e s / 1 5 - 1 0 0 0 -

4 1 7 6 , c 5 5 1 - 1 . p h p  。 2 0 2 1 年 2 月 1 日檢索。  
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注目を集めている。特に、近年では、社会の急速な変化、高等教育

の普及、産業構造の調整、および少子化により、大学生の就業率が

低下傾向を示しており、社会的および経済的発展にさえ悪影響を与

えている。したがって、如何に大学生の就職率を高め、大学生が学

んだことや才能を生かすかは、人材育成の重要な課題となる。また、

少子化が進んでいる現在、入学定員確保は大学の経営の重要課題と

なっており、その機関から輩出された卒業生たちの進路実績にもか

かっていると言ってもよかろう。  

そのため、各大学では企業の見学、実習、就職ガイダンスなど

を開催し、就職の心構えなどを学生に学ばせている。しかし、キャ

リア教育や支援は充実化してきているが、卒業後のフォローアップ

体制についてはまだ整っていないと言っても過言ではない。この二

年間、大学を出て、正社員として日本で働き始めた日本語学科の学

生が増えてきている。今後、どのように日本企業に就職する高度人

材を育てていくべきかを検討するためには、現在就職中の日本語学

科卒業生の組織への適応の実態を探り、彼らの意識・行動の実態を

検討する必要があるのではないだろうか。  

というのも、外国人労働者としての経験が少ないため、職場に

おいて、日本文化への理解、日本人職員との連携や人間関係、業務

上の日本語の課題、仕事上の課題、生活・習慣上の課題などに困難

や不安を感じる実態が想像し難くないからである。このような職場

適応の課題を放置することは、台湾人労働者による適切な仕事の対

応、日本人職員との連携や仕事の質などに否定的な影響を与えるも

のと考えられる。したがって、日本に滞在している台湾人就職者の

職場適応の課題を解明し、より働きやすくする支援策を考えること

が重要ではないかと考えられる。しかも、日本語学科卒業生による

職場適応の課題がどのように発生しているか、どのように解決する

べきか、まだ十分理解されておらず、また、このような視点からの

研究はあまりない。さらに、職場で働いている、卒業したばかりの

日本語学科の台湾人就職者の数や現状を把握しにくいため、彼らに
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関する調査と先行研究は少ない。   

ところで、台湾観光局によると、新型コロナ拡大前の 2 0 1 9 年現

在 、 訪 台 日 本 人 旅 客 は 2 , 1 6 7 , 9 5 2 人 、 台 湾 旅 客 訪 日 人 数 は

4 , 9 1 1 , 6 8 1 人であり、史上最高記録を更新した 4。こういう気運の

中で、レジャー・観光業は、近年日本の学生に人気のある産業であ

る。筆者が勤めている日本語学科の 2 年生を対象とした「 1 0 9 學年

度日文系大二、三學生  U C A N 職涯測驗報告（ユーキャリアのアン

ケート）」のアンケート結果によると、レジャー・観光業が 1 年生

では 4 位（芸術・メディア、物流・運輸、個人・社会サービスに次

ぐ）、 2 年生では 2 位（芸術・メディアに次ぐ）と、常に最も興味

深い職業であることがわかった 5。これに加えて、近年インターン

シップとして大学生を募集する日本企業はほとんどホテル業界であ

った。つまり、ホテルスタッフを目指す学生、或いはホテルスタッ

フとして働いている卒業生が少なくないと推測される。そこで、本

研究は、まず入職後約 1〜 3 年の台湾人ホテルスタッフに焦点を当

て、職場における初期適応の分析を通じて、職場適応の課題と適応

プロセスを明らかにすること、台湾の大学日本語学科の学生の就職

力を高めるキャリア支援のために、基礎的な資料を収集することを

目的としている。台湾人日本語学科卒業生の職場適応を考察するこ

とによって、その特徴を示すことにしたい。  

 

2 .  先行研究   

適応とは、個人が環境に合うように自らの身体や行動を変容させ

ること、またはその状態をいい、外界に働きかけたり、外界からの

要求に順応したりする行動的・態度的側面や内面的な活動による心

 
4 台 湾 観 光 局 「 2 0 1 8 - 2 0 1 9 年 月 別 日 台 往 来 旅 客 統 計 表 」 、

h t t p s : / / j p . t a i w a n . n e t . t w / m 1 . a s p x ? s N o = 0 0 2 4 3 6 6、 2 0 2 0 年 1 2 月 2 8 日検

索。  
5  東吳大 學 ． 社 會 資 源 處 ． 生 涯 發 展 中 心 「 1 0 9 學 年 度 日 文 系 大 二 、 三 學 生  

U C A N 職涯測驗報告」（未出版）、 2 0 2 0 年 1 2 月 1 7 日報告。  
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理的側面の双方が含まれる概念である 6。本稿ではこの定義に基づ

いて台湾人就職者の職場への初期適応を捉えたい。  

殷梦茜・青木 ( 2 0 1 8 )は中国人留学生の異文化適応の特徴とそれ

に影響を及ぼす要因を探索的に探るため、日本に滞在する中国人留

学生 1 1 1 名を対象に質問紙調査を実施した 7。自由記述式項目の回

答について K J 法による分類を行った結果、「日本文化による要

因」、「対人関係における困難」、「個人の特性や能力」、「社会

背景による要因」、「中国文化による要因」、「偏見」、「日本へ

の同一化が期待される現状と同一化することへの抵抗」、「日中文

化に基づく適応しやすさと適応しにくさ」の８つのカテゴリーが生

成されたこと、日本文化を自国の文化の延長線上にあるものとして

見ている中国人留学生が少なくないことが明らかにされている  。  

外国人社員の組織社会化については、宮城・中井  ( 2 0 1 6 )では、

ベトナム人元留学生ベト氏の組織社会化について、ベト氏が勤務し

ていた A 社の 4 人の日本人社員にインタビューを行い、異文化適応

理論の枠組みの中の特に「ホスト環境」の観点に焦点を当てて分析

検討を行った 8。その結果、ベト氏の組織社会化に際して機能した

と思われる日本人社員側の（ 1）受容的態度、（ 2）「自分の可能

性を活かす」態度、（ 3）教育的 /支持的態度、（ 4）協調的態度、

（ 5）学習態度など、 5 つの姿勢が明らかになった。そこでは、会

社の持つ受容力と同化圧力が混じり合って存在し、機能しているこ

とも示された。そして、新入社員が十分に活躍できるかどうかは、

新入社員の適応能力や会社組織の受容力だけで決まるのではなく、

双方の関係性の発展の仕方に影響されるところが大きいと指摘して

 
6   中島他編（ 1 9 9 9）『心理学辞典』有斐閣を参照。  
7   殷梦茜・青木紀久代  （ 2 0 1 8）「在日中国人留学生の異文化適応に関する質

的研究」『お茶の水女子大学心理臨床相談センター紀要』 1 9、 p p . 4 9 - 5 9 を参

照。  
8   宮城徹・中井陽子  （ 2 0 1 6）「外国人社員の組織社会化の事例分析―理科系

ベトナム人社員の日本人上司・同期・後輩へのインタビュー調査をもとに―」

『東京外国語大学留学生日本語教育センター論集』  4 2、 p p . 2 1 1 - 2 2 5 を参

照。  
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いる。  

尾形  ( 2 0 1 2 )では、個人の組織適応を考える場合、 3 つの側面が

あることを指摘している 9。それらは組織や職場仕事に関する「知

識レベル」と組織環境や仕事に応じた「行動レベル」、さらに、そ

の過程に伴う「感情レベル」の 3 つである。組織適応を以上のよう

な 3 つのレベルで捉えることによって、より正確に個人の組織への

適応状態を理解することが可能になると主張している。また、新規

学卒就職者や若年就業者の組織適応について、尾形  ( 2 0 1 5 )  は、職

場の雰囲気、人間関係、コミュニケーションやサポートは新人が組

織に馴染む過程に大きな役割を果たすこと、若年就業者の組織適応

を促進させる職場とは、学習を促進する風土があり、同僚が多忙す

ぎず、コミュニケーションが取り合える職場であることを指摘した

1 0。  

以上、中国人の異文化適応、外国人の組織適応について述べてき

たが、日本滞在の台湾人就職者に焦点を当てた職場の初期適応の課

題や支援に関する研究は現時点では見つからなかった。そこで、本

研究においては、日本に滞在している台湾人ホテルスタッフの職場

における適応プロセスを明らかにし、その実態を体系的に整理する。

研究課題を以下の通りに設定した。   

（ 1）日本滞在の元日本語学科生ホテルスタッフはどのような職

場の初期適応の課題を抱えているか。  

（ 2）日本滞在の元日本語学科生ホテルスタッフはどのようなプ

ロセスを経て職場適応しているか。  

（ 3）日本滞在の元日本語学科生ホテルスタッフはホテル側や大

学側へどのような支援を期待しているか。  

なお、中島他編 ( 1 9 9 9： 6 0 7 )  の定義を参考にして、本研究では、  

職場適応とは「自国、他国の違いを超え、一人の人間として日本の

 
9   尾形真実哉  （ 2 0 1 2）「プロフェッショナルのキャリア初期における組織適

応タイプに関する実証分析」『日本経営学会誌』 2 9、 p p . 5 4 - 6 7 を参照。  
1 0  詳しくは、尾形真実哉（ 2 0 1 5）「若年就業者の組織適応と不適応を分ける

要因に関する実証研究」『甲南経営研究』 5 6（ 2）、 p p . 5 7 - 9 2 を参照。  
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職場で仕事を継続する姿勢を確立した状態」とする 1 1。   

 

3 .  調査と分析の手順  

 調査は新型コロナウイルス感染のため、すべて個人別にオンライ

ンで実施された。調査は、 2 0 2 0 年 1 0 月中旬～ 1 1 月中旬に実施し

た。まずは調査対象者の属性として、性別、年齢、在日年数、労働

現場の経験年数、雇用形態について確認した。そして、インタビュ

ーガイドを用いて 1 名あたり 5 0 分程度の半構造化インタビューを

実施した。インタビュー内容は、①今の職場での勤務年数と仕事内

容、②職場や仕事で困難とやりがいそれぞれを感じた場面、③職場

や仕事に対する思いの変化、④現職を継続する理由や途中でやめた

い・やめた理由、⑤ホテル側や大学側への支援の期待、である。ま

た、調査協力者の話の展開に沿って、職場適応プロセスに関連する

質問を絡めて聞き取った。  

  インタビューをする際の使用言語は、調査協力者が思っているこ

とが自由に表現できるよう母語で行うことが適切であるため、本研

究では母語で行った。調査協力者の承諾を得て I C レコーダーで録

音し、中国語の逐語録を作成後に、筆者が日本語に訳して分析に用

いるインタビューデータとした。分析の手続きとしては、まず、文

字化したデータからラベルを作成し、類似性の高いラベルをひとま

とめにした。次に、カテゴリーの内容を反映する表札をつくり、カ

テゴリー編成を行った。また、カテゴリー間の相互関係を見出すた

め、カテゴリー同士の空間配置を試行し、全体構造を叙述化した。

なお、調査の実施については、協力者に事前に研究協力を依頼し、

研究の目的、データの使用範囲、個人情報の保護などについて口頭

と文章で説明し、同意書に署名を得てインタビューを実施した。  

   

4 .  調査結果  

 
1 1   同注 6。  
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4 . 1  調査対象者  

 調査対象者は、 2 0 2 0 年 1 0 月中旬〜 1 1 月中旬現在日本のホテル

で就職している日本語学科を卒業して 3 年未満の 4 名である。調査

対象者の属性をまとめると、表 1 のようになる。  

   

表 1  調査対象者の属性  
 A さん  B さん  C さん  D さん  
性別  女  女  女  女  
現居住地と職場  広島市・

グランド

プリンス

ホテル広

島  

札幌市・

プレミア

ホテル
T S U B A
K I 札幌  

広島市・グラ

ンドプリンス

ホテル広島  
 

三沢市・  
星野リゾ

ート青森

屋  
 

年齢  2 3  2 3  2 5  2 3  
就職前の滞日期間  2 か月  無し  6 か月  2 か月  
在留資格  技術・人文知識・国際業務  
現 在 の 企 業 の 勤 務 年

数  
1 年間  1 年間  2 年 7 ヶ月  1 1 ヶ月  

同 一 部 署 で 勤 務 す る

か  
はい  

役職  一般社員  
職種内容  外勤  内外勤  内勤  内外勤  
日本での就職を  
決定した時期  

卒業の 6
ヶ月前  

卒業の 3
ヶ月前  

卒業してか

らの実習後  
卒業の 2
ヶ月前  

日 本 語 学 科 を 出 て か

ら  
台湾で就職した経験  

無し  

仕事の満足度（ 5 点）  4  4  5  3  
 

調査対象者は、日本語学科を出て日本に 3 年未満滞在しており、

ホテルで働いている台湾人就労者 4 名である。就職前に、実習で 2

か月、短期留学で 6 か月滞日経験を持った者がいる。本研究の調査

対象者 4 名の在留資格は、「技術・人文知識・国際業務」である。

現在のホテルの勤務年数は 1 年～ 2 年 7 ヶ月であり、四人とも一般

社員として、転職せずに同一部署で勤務している。ホテル職である

ため、仕事の内容は内外勤が含まれており、例えば接客応対、通訳

対応、案内業務、ウェブマーケティングなどが挙げられる。  

今回の調査対象 4 名のうち 3 名は、卒業する前に日本での就職を
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決定している。近年、キャンパス内で日本企業就職の博覧会、ガイ

ダンスなどが早ければ第 1 学期の 1 0 月から始まるため、在学中に

進路決定をした日本語学科の学生も多くなっていると推測される。

これは、卒業してから就職活動を始めるという台湾の一般的な例と

は異なっている。「日本語学科を出てから台湾で就職したのか」と

いう質問については、ビザを取る前にアルバイトした者がいるもの

の、全員台湾の大学を卒業してすぐ、就職のために日本へ渡航して

いる。  

現在の仕事に満足しているかという質問では、中間値 3 点の「ど

ちらとも言えない」が 1 人いたが、 5 点満点の「非常に満足」が１

人、 4 点の「満足」が 2 人で、「満足派」がほとんどであった。全

体として調査対象者は現在の仕事に満足しているようである。  

4 . 2  職場適応プロセスの分析結果  

2 2個の職場適応プロセス概念を生成し、概念間の関係性から 8つ

のカテゴリーに収斂された（表 2）。なお、分析の最小単位である

概念名は「」、これらの関係から構成されるカテゴリー名は  〈  〉

を用いて、ストーリーラインを記す。また、表 2 のバリエーション

欄には、概念生成上で意味のあるものとしてワークシートに抜き書

きした具体例を記述した。   

 

表 2  台湾人ホテル職労働者の職場適応プロセス  
カテゴリー名  概念名  バリエーション  

 
 
 
 
 
日 本 で の 就 職 に 関 す

る展望  

 
 
給 与 ・ 待 遇 が 悪 く な

い  

● 給与は台湾よりも優

れている。  
● やはり給料がいいか

ら 。 ～ 家 賃 や 生 活 水

準 な ど で は 台 北 よ り

も日本の方が上。  
 
 
日 本 の 生 活 や 職 場 文

化の体験  

● 仕事でも勉強でも、

日 本 で 長 期 的 な 経 験

を し て み た い と 思 っ

て い た 。 〜 ま だ 若 い

の で 見 て み た い と 思

った。  
● 体で日本の生活や職
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場 を 体 験 し て み た い

と思っていた。  
 
 
日本語能力の運用  

● 日本語学科出身なの

に 、 口 頭 能 力 は そ れ

ほどよくない。  
● 当地で働くことで日

本 語 力 を 活 か す こ と

ができる。  
群 衆 に 触 れ る 仕 事 が

好き  
● 人に届くような仕事

をしたいと思った。  
プライバシーの理由  ● ちょっと個人的な理

由がある。  
 
 
 
 
 
 
 
異文化交流での困難  

 
 
 
 
 
 
 
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン ・ 交 流 か ら 感 じ た

困難  

● 電話に出るとストレ

ス が た ま る 。 相 手 が

言 い 続 け て い て 、 聞

き 間 違 え る の が 怖 く

て 頭 が 真 っ 白 に な っ

た 。 例 え ば 「 経 理 」

と 「 管 理 」 、 「 大

山 」 と 「 青 山 」 な

ど。  
● 同僚や客は東北方言

の な ま り が あ り 、 耳

を 傾 け て コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン を 取 る必要

が あ る 。 ま た 関西出

身 の 同 僚 もおり 、 方

言 話者に対し て は 話

す スキル を教え て も

ら っ て も 使 い に く

い。  
● コロナの影響で客は

地元の 人 ば か り な の

で 、 方 言 や敬語 を使

う の は 難 し い 。特に

高齢者に は 、慎重に

接待 し て い るつも り

だ が う ま く い か な

い。  
●先輩の指示がわから

ず、理解力が低い。  
● コミュニケーション

力 が低く 、 客 の需要

を 満 足 させる こ と が

できない。  
 
 
日 本 人 の商慣習に な

じめない  

● 「会社はあなたを雇

っ て 給 料 を 与 え る の

で 、会社の ために 働

き 、 すべて忍耐強 く

や る の は 当 た り 前
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だ 。 」 と よ く 言われ

た。  
●予め 1 5 分前に着く

と い う暗黙ル ー ル が

あ る と よ く注意さ れ

て い る 。 給 与 か ら差

し引か れ るわけ で は

ないが。  
 
 
 
 
人 間 関係の構築で 感

じる困難  

 
 
 
 
上司からのパワハラ  

● 年配の上司は優越感

を持っ て 、お箸の持

ち 方 す ら かつて 日 本

人 が教え て や っ た よ

と い っ た よ う に 、 台

湾 人 を 見 下 し て い

る 。 ス ト レ ス が た ま

っ て 日 本 人 と 一緒に

食べた く な く て 一 人

に な り た か っ た が 、

一緒に食べさせら れ

た。  
日 本 人 職員と の 関係

作りの難しさ  
● 日本人の世界に入る

のは簡単ではない。  
 
 
 
 
 
 
 
 
業務遂行上での困難  

 
 
体力不足  

● 仕事内容には体力や

動き の速い こ と が必

要 。 ベ ッ ド の 片 付

け 、皿を持つこ と な

ど 、 体 力 を使う労働

が多い。  
●足の力が強くない。  

 
 
 
専門技術がハード  

● コンピュータのシス

テムが 難 し い 。 ホ テ

ル の すべて に コ ー ド

ネームが付け ら れ て

い る の で 、 そ れ ら複

雑な専門用 語 を最初

か ら 学 ぶ の は 大 変

だ。  
 
 
 
外国人 職員への偏見

と先入観  

● 日本人じゃないから

当然に分か ら な い の

は 当然だ 。外国人 が

差別視されている。  
●名札を付けているの

を 見 て 、私が 日 本 人

で は な い こ と を知っ

た 客 が私を 日 本 人 の

担当者に変え させよ

うとした。  
 
 
仕事に対する不安  

 
 
辞めたい思い  

●心身共に倦怠感があ

っ た り 、適応しづら

い時期もあった。  
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● 上司のパワハラによ

る ス ト レ ス が た ま っ

て 、 精 神 的 に 疲 れ

た。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
時 間 経過に伴う 思 い

の変化  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ホ テ ル 職 に対す る 思

いの変化  

● 仕事がだんだん順調

に な っ て き て 、気持

ち が少し楽に な っ て

いる。  
● 仕事が上手になって

自分で や り遂げら れ

る よ う に な っ た 。自

分が進歩し て い る と

感 じ 、動き も速く な

り 、 一変し て今度 は

私が後輩に指導で き

た。 3 年後、管理職に

昇格 す る か も し れ な

いと思う。  
● 仕事がうまくなり迷

惑 を か け な く な っ

た 。 言葉で や り返し

た り 、冗談を 言 っ た

り で き る よ う に な っ

た。。  
 
 
 
 
 
続ける気持ちの確認  

● 仕事を続ける思いを

支え て い る の はお客

様 が 認 め て く れ た

り 、 感謝し て く れ る

から。  
●嫌いな人 ( 上司 ) が転
勤 に な っ て よ か っ

た 。 実 際 、 周 り に

は 、知識が豊富で 頭

脳明晰な 日 本 人 の 若

者がいっぱいいる。  
 
 
 
現実への認識  

● 仕事を見つけるのは

難 し く 、 現 在 の 仕 事

につい て も っ と知り

たい。  
●転職は難しい。どこ

へ行っ て も変わら な

いように見える。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
同 僚 ・ 上司か ら の 思

いやり  

●会社の人々はとても

優 し い 。 身 長 が高い

の で 、ハイヒー ル を

は か な く て も い い だ

ろう と 思 っ た ら 、何

も言われなかった。  
● 同僚との関係が良く

な っ た （最初は な じ
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肯定 やサポー ト を得

る  
 
 
  

みがなかったが）。  
●パワハラはコンプラ

イ ア ン ス委員会に よ

っ て解決 さ れ 、 そ の

上司は転勤 させら れ

た。  
 
 
 
 
 
 
 
能 力 が会社か ら認め

られる  

●提案したプロジェク

トは H P に掲載され、

カップ ル を引きつけ

て い る 。閲覧率が最

も高い ため、評価し

てもらえた。  
●私しかできないこと

を や っ て 、褒めら れ

た 。 例 え ば 、英語 の

電 話 に 出 て 、良い発

音と豊富な 語彙で驚

かせた。  
● コロナの前は、欧米

人 の 客 が ほ と ん ど

で 、英語 を 話 す と達

成感 を得た 。発音が

いいだろう。  
 
 
 
お客様からの感謝  

● 客とのやりとりが順

調に い き 、情報を提

供し てツア ー が う ま

く い っ た ら 、 感謝さ

れた。  
●カウンターでうまく

や り と り を し た ら 、

感謝をされた。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
自己ビリ ーフ・自信

の確立  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あくまでも外国人  

●私が日本人ではない

と知る と 、 そ の 客 は

私を 日 本 人 と 交代さ

せよ う と し た 。 こ の

よ う な 場合は 、割り

切ることが必要だ。  
● ど う せ 台 湾 人 だ か

ら 、無理 し な く て も

い い だろう 。 日 本 人

は細か すぎて 、礼儀

作法や 言葉遣い に気

をつけ て い る よ う だ

が 、 別 に い い と 思

う。  
● 日本語がうまくなく

て も 、 客 は私の名札

を 見 た ら許容 し て く

れる。  
● 仕事の能力は日本人
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と比べら れ な い 。 日

本 語 で は か な わ な

い 。 日 本 の 能 力 を向

上 させ、英語 の 強 み

を 強 化 し て欠点 を補

う 、 と い う よ う に自

分を励ま し て い る 。

私に は で き る 、 も っ

と 上 手 に な れ る 。 一

度 も辞めた い と 思 っ

たことはない。  
 
 
 
 
 
自己を説得する  

●最初は（仕事が）あ

ま り 好 き じゃな か っ

た が 、必死に自分を

納得させた 。 時 間 の

問題だ と 思 い切るべ

きだ。  
●割り切りが重要だ。

時 間 が 経つと 仕 事 が

う ま く い っ て余裕が

で き る 。 一 日 の 流 れ

が把握で き る よ う に

なる。  
 
 
 
 
自己管理  

● 日本人の接客態度は

自然な も の で は な い

と 思 っ て い た が 、心

を こめて礼儀正し く

し て い た ら 、効果が

出 た の で 、 客 の ため

に自主的 に接客態度

を改める よ う に な っ

た。  
● 人間関係はとても大

切だと意識した。  

 

 表 2 に示されているように、元日本語学科生は、在学中日本での

就職は「給与・待遇が悪くない」というイメージを持っていた。そ

して、「プライバシーの理由」に加えて、日本語学科の学生だから

こそ、「日本の生活や職場文化の体験」、「日本語能力の運用」と

いう入社前から持っているホテル就職に対する〈展望できる自身の

将来性〉がイメージでき、高いモチベーションを持つことができる。

つまり、元日本語学科生ホテルスタッフの特徴は、日本の就職は給

与・待遇が比較的よいということを認識しており、日本の生活や職

場文化を体験したり、日本語を活かしたりしたいという自身の将来
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性を認識することで、強いモチベーションを持って就職現場に入っ

ていることである。  

 しかし、時間経過に伴い、元日本語学科生たちは、主に以下 3 つ

の困難にも直面し始める。最初は、〈異文化交流での困難〉という

カテゴリーに収斂される「コミュニケーション・交流から感じた困

難」、「日本人の商慣習になじめない」の 2 つの概念である。さら

に、異文化交流の困難を抱えることは、人間関係・信頼関係の構築

と相互作用しながら、「上司からのパワハラ」と「日本人職員との

関係作りの難しさ」という 2 つ目の〈人間関係の構築で感じる困

難〉が発生する。さらに、「体力不足」、「専門技術がハード」を

感じただけでなく、異文化交流と人間関係の問題が業務連携にも支

障をきたし、「外国人職員への偏見と先入観」があり、  3 つ目の

〈業務遂行上での困難〉の状態に陥る。これらの困難が「辞めたい

思い」を生じさせ、〈仕事に対する不安〉を感じさせることさえあ

った。   

  「異文化交流、人間関係、業務遂行」の 3 つの困難に直面しつつ、

時間の経過から、「同僚・上司からの思いやり」、「能力が会社か

ら認められる」、「お客様からの感謝」の〈肯定やサポートを得

る〉こともできている。このように、時間経過に伴い、展望できる

自身の将来性と 2 つの困難、肯定・サポートが相互作用しながら、

元日本語学科生ホテルスタッフが頑張っている中で、困難から将来

性と肯定・サポートに焦点を移し、「ホテル職に対する思いの変

化」、「続ける気持ちの確認」、「現実への認識」という〈時間経

過に伴う思いの変化〉をしており、自身の将来性や就職環境の現実

も再確認ができ、やりがいを感じて自信を確立している。「あくま

でも外国人」、「自分を説得する」、「自己管理」という思いを変

化させつつ、ホテル職現場で〈自己ビリーフ・自信の確立〉ができ

て、就職を継続する姿勢を確立しながら、徐々に「異文化交流、人

間関係、業務遂行困難」の 3 つの課題が弱まり、労働現場に自身を

位置づけることに成功している。  
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5  考察  

5 . 1  日本ホテル就職の初期適応の課題   

 本調査の対象者を「元日本語学科生」ホテルスタッフとしたの

は、就職前の職業探索段階においてすでに日本社会に身を置いてい

た元留学生と滞日経験の浅い海外大学卒業者とでは、日本文化・社

会に関する情報・知識に関して質、量ともに差があるのではないか

と考えたためである。  

調査結果として、日本語学科卒業生がホテル職場に入った直後、

仕事内容に対する抵抗感があり、理論・知識と実践の差、また、上

司のパワハラによる精神的なストレスなどから理想と現実の違いを

感じて、やめたい思いが生まれていることがわかった。尾 形

（ 2 0 1 2）は、組織への参入前の期待と参入後の現実のギャップが

離職につながる大きな要因と指摘している 1 2。台湾人スタッフは職

場では少数派であるため、日本人スタッフと比べ、ホテルに入った

直後の不安のほか、孤独が感じられ、分からない時に聞くこと自体

が怖くて聞けないという不安もある。また、日本語学科で日本語教

育を受けたが、 J F L（ J a p a n e s e  a s  F o r e i g n  L a n g u a g e）としてしか

教育をうけていない台湾人就業者は自分の日本語能力に自信を持て

ず質問できないということもありうる。そのため、日本に滞在して

いる台湾人ホテルスタッフは入社直後の不安を経た後、〈異文化交

流での困難〉、〈人間関係の構築で感じる困難〉、〈業務遂行上で

の困難〉の 3 つの課題に直面している。  

まず、〈異文化交流での困難〉については、異文化における職場

文化の違いや意思疎通より、文化背景の違いがある環境下で「言葉

遣い・気遣い」で交流を深めることのほうが難しいことは特徴的で

ある。また、客や同僚との交流の中で、客や同僚が生きていた時代

の文化やそれぞれの時代に特有な言葉や方言への理解が不十分なた

め、交流が増えるほど言語能力の限界が感じられ、関係づくりに影

 
1 2   同注 9。  
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響してしまっている。日本語能力の高低が、円滑なコミュニケーシ

ョンの妨げになることは、先行研究においても指摘されており、日

本語能力と異文化適応の関係が言及されている 1 3。しかし、今回の

調査から、日本での就職開始時における日本語能力の高低だけでな

く、日本語能力がある程度身についているからこそ生じた困難もあ

ることがわかった。本調査から、職場生活のコミュニケーションに

おいて、言葉自体の意味だけでなくコミュニケーションに関わる両

者の関係性、また話している文脈の理解も求められることに対する

困難感があることが明らかになった。そこには、専門知識、暗黙の

了解などの難しさも含まれていた。つまり、会話を成り立たせるた

めには、語学力以外の要素が多く含まれているということである。

このため、高いレベルの日本語能力を有することは、必ずしも職場

のコミュニケーションと結びつくわけでない。また、本調査対象者

はホテルで仕事する中で、周囲から方言を使用する環境に強いられ

ると感じており、方言や訛りによって作り上げられた文化に圧倒さ

れているような印象を受けていた。そのため、日本語を使うこと自

体にストレスを感じている状況があることも伺えた。  

また、商慣習などそもそも根本的な考え方が違うということをお

互いにわかってもらうのも難しい。藤（ 2 0 1 5）は、言語・文化面

の問題として、「スケジュール管理」、「言語運用」、「常識」、

日本企業の体制の問題として「企業の制度的・人的な環境」を示し

ている 1 4。ホテル本社が外国人スタッフ一人一人に日本の習慣や日

本企業の体制などを説明して回ることは不可能だが、そのような個

人の、各職場における適応プロセスの大きな背景として、日本と台

湾の企業制度上の特徴が異なること、さらに同じ日本企業といって

も、企業ごとに人事的な風土が異なる点も考慮しなければならない

 
1 3   葛文綺（ 1 9 9 9）「留学生の異文化適応に関する研究―来日目的、対日イメ

ージと適応度との関連を中心に―」『名古屋大学教育学部紀要』 4 6、 p p . 2 8 7 -
2 9 7 を参照。  
1 4   詳しくは、藤美帆（ 2 0 1 5）「元留学生外国籍社員が仕事で感じる困難点に

関する質的分析」『比較文化研究』 1 1 7、 p p . 1 0 3 - 1 1 6 を参照。  
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だろう。  

また、「日本人としてのプライドを持ちながら台湾人を軽蔑す

る」、「外国人だからわからない」という先入観・偏見を持ち、台

湾人ホテルスタッフの差別をしたり、パワハラをしたりする事例も

見られた。イローダ（ 2 0 1 2）は、日本企業で働く在日ウズベキス

タン・ムスリムの抱える葛藤には、日本人就労者との間の関係や態

度を示す「日本人の外国人に対する差別の感覚」、「人間関係の不

満」があることを示している 1 5。一方、和田（ 2 0 1 6）ではカナダ

の日本人女性就労者が抱える葛藤として、カナダ人就労者との関係

や態度を示す「違和感のある同僚の態度」、「ハラスメント」、

「組織における円滑な人間関係不足」、「言語能力不足による意思

不疎通」に加え「疎外感」、「不満足な職務内容」が示されている

1 6。このように、先行研究からも、対人関係上の困難が指摘されて

いる。それによる〈人間関係の構築で感じる困難〉は、台湾人ホテ

ルスタッフが交流を深め、関係を作ることに影響し、やめる気にさ

せてしまったりすることがある。偏見は、ある集団とそのメンバー

に対する正当化できない否定的な態度と定義されており、伊藤

（ 1 9 9 7）は、偏見は「態度」であり、「集団またはそのメンバー

に対する正当化できない否定的な行動」を意味する差別とは異なる

概念であると指摘した 1 7。しかし、偏見がもたらした影響にはポジ

ティブなものとネガティブなものがあることを理解しなくてはなら

ない。来日当初は、外国人という立場であることがお客さん扱いに

繋がり、より良い適応に繋がったと感じる者もいるが、その一方で、

調査対象者の中には、偏見を持たれた経験を如何に訴えたらいいか

 
1 5   イローダ  アフタモヴァ（ 2 0 1 2）「日本企業で働く在日ウズベキスタン・ム

スリムから見た異文化間葛藤と異文化教育の課題についての事例的研究」『上

智大学教育学論集』 4 6、 p p . 4 9 - 6 0 を参照。  
1 6   和田薫子（ 2 0 1 6）「カナダ在住日本人女性の就労における葛藤と異文化受

容態度との関連」『異文化コミュニケーション』 1 9、 p p .  5 1 - 6 8 を参照。  
1 7   伊藤武彦（ 1 9 9 7 : 9 5 - 1 0 7）「第 5 章  偏見と差別の心理と留学生への対

応」、井上孝代編『留学生の発達援助：不適応の実態と対応』多賀出版を参

照。  
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わからず、偏見の存在自体が否定され、一年続く偏見によるネガテ

ィブな感情を打ち消すことが難しい、とする語りもあった。そのた

め、偏見そのものよりも、偏見を持たれた経験をどのように処理し

ていくかが個々の台湾人スタッフの課題であると考えられる。  

5 . 2  大学やホテル側への支援の期待   

日本滞在の台湾人ホテルスタッフ向けの制度的な支援がないため、

個人の努力のみで 3 つの課題を解決することは難しい。また、日本

に長期滞在しても、日本で生まれ育ったわけではないため、文化背

景における課題を完全に解決することは難しいと考えられる。その

ため、すべての課題を解決して職場に適応するのではなく、元日本

語学科生ホテルスタッフは自身の将来性のモチベーションが直面し

ている困難を上回ることができた時、本研究で定義した職場適応の

状態に至ることができるという結果を得た。完全に職場に適応する

ためには、台湾人ホテルスタッフ自身の努力だけではなく、大学や

ホテルが支援制度を構築することが不可欠と考える。  

5 . 2 . 1  ホテル側への支援の期待   

  元日本語学科生ホテルスタッフへの支援について、 3 つの提言を

したい。  

（ 1）事前の異文化教育。専門技術の困難ばかりではなく、元日

本語学科生ホテルスタッフが職場適応をしていく中で、日本語表現

力が高くなく文化背景が違うため、日本人スタッフや客に誤解・偏

見を招きやすく、異文化交流や人間関係の問題を抱えている。ホテ

ル職は対人サービスのため、チームワークをとても重視する。多文

化のホテル現場のチームワークを向上させるためには、台湾人スタ

ッフ自身が努力する一方、ホテル側の異文化教育も必要である。ホ

テルスタッフの質を確保して、人材育成のコストを軽減し、適応時

間を短縮するために、ホテル側が事前学習や事前研修の配慮を工夫

することが必要である。これについて、 2 名の語りを以下に例示し

ていく。「スタッフのトレーニングは、より完全なものにすべき。

もっと時間をかけて仕事現場のトレーニングをしてほしい。一日の
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仕事の流れがよくわからず、困る。新しい環境だから、全体的な常

識・概念をより具体的に説明すべき。」「暗黙ルールをもっと知り

たい。自分で調べるのは遅すぎる。」  

また、ホテル現場の多文化共生のためには、日本人スタッフへの

異文化教育の必要性も大切である。「中国と（台湾を）混同しない

でほしい。方便麺（通常、インスタントラーメンは台湾の言葉で

「泡麺」で言う）と言われても違和感がある。政治的に正しい考え

を持っている人が多いとは思う。」という 1 名の語りから、日本語

の伝え方や非言語コミュニケーションだけではなく、偏見を持たず

に相手国の文化を尊重する教育が必要と考えられる。  

（ 2）台湾人同士からの支援。本研究の調査対象者はホテルに入

り、最初の業務習得、仕事環境への新鮮な気持ちを経た後、コミュ

ニケーションや人間関係の問題に直面し始めると、孤独やストレス

を感じやすく、同じ国のスタッフが 2 人いればよかったと語ってい

る。ホテルでは、専門知識・技術を重視する他、コミュニケーショ

ン能力やチームワークも求められている。多くの外国人労働者が日

本式のコミュニケーションの取り方と人間関係の構築に悩んでいる。

日本語学科卒のスタッフは日常会話にほぼ支障はないが、普段のプ

ライベートの生活の中で自分の国の習慣で生活しているため、  日

本人の暮らし方を必ずしも理解できているわけではない。そのため、

もし最初から同じ国の人と話すことができれば、同じ言語で伝わり

やすく、環境適応が容易になると考えられる。また、理解できない

ことがあればすぐ伝えることができるため、試行錯誤を避けること

ができる。同じ国の人は教える役割だけではなく、新人外国人職員

の気持ちが共感でき困り事の傾聴・相談などの支援もできると考え

られる。   

（ 3）待遇や厚生福利面からの配慮。「外国人にもっとやらせる

べき。伝統的には、キャッシャなどの仕事ができるようになるまで

は数年間かかるそう。今、ベルからキャッシャへ行けるのは人手不

足のおかげだ。」という語りのように、何らかの理由で外国人ホテ
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ルスタッフを日本人と同じく普通の職員として扱っていないことが

伺える。これから、外国人労働者が増える見込みのため、対等な立

場を取って相互に認識し、積極的に安心できる仕事環境を作るべき

であると考えられる。  

また、外国人ホテルスタッフを受け入れようとするのなら、その

国の文化を理解する他、地理的位置、往復の時間なども理解し、適

切な休暇制度を考えなければならない。今回の調査から、「 5 日間

帰らないとよく休めない」という語りが見られ、帰省することに悩

んでいる人がいる。台湾は比較的近いにもかかわらず、往復だけの

時間で 2 日間かかるため、たとえホテル側が台湾人職員の帰国事情

を理解しても、他の日本人職員にとって不公平という考えもあって、

なかなか 5 日間以上休暇を取り帰国することが厳しいという現状が

ある。  

5 . 2 . 2  大学側への支援の期待  

 （ 1）質のよいインターンシップの機会を提供すること。就職す

る前に、日本就職全般についての知識をどのように得たかを尋ねた

ところ、「日本で実習を経験した」と「日本企業就職の博覧会に参

加した」、「学科主催の日本就職セミナーに参加した」ことから、

日本企業に直接接触する「就職活動」の就業経験は、社会的実践に

よって企業に関する多くの知識を得る機会となっているようである。

また、学科の H P に載っている人材募集を見たり、知人などとのネ

ットワークを作ったりして、直接的で能動的な方法による情報・知

識収集が多いことがわかる。  

質のよいインターンシップの機会を提供することについて、 2 名

の語りを以下に例示していく。「インターンシップは重要で、多け

れば多いほど良い。」「多くの友達は、良いアクセスと機会を与え

られていなかった。エージェントから紹介された求人はあまり良く

なかった。 (私が通っていたところは )セクハラなどの研修が充実し

ていて、給料も良かった。気に入ればそこで働き続けることができ

るので、数ヶ月後に後悔することはない。」特に、日本語学科生は
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就職決定が在学中にできるようになり、日本の就職活動の期間が短

期化されている。「幼少期から様々な形で企業に触れている日本人

学生と競争しなければならない外国人留学生は、就職活動に臨むま

でにできるだけ多くの情報を収集し、企業現場で就業体験などをし

て、自身の希望や期待が企業での現実と一致しているかどうかの検

証を試みるべきだ。直接的かつ効率的な方法としては、就職活動の

ほかに日本人とのネットワーク形成、インターンシップによる社会

実践なども活用できる。職業選択のために有益な予備的情報を得る

ためには、外国人留学生自身の努力とともに大学による就職支援の

強化、卒業・修了後の外国人留学生のフォローアップ体制構築、企

業による職業実習や入社前研修などの体制整備が求められる。」と

いう横須賀（ 2 0 1 5）の指摘通り、在学時に企業情報を直接的に、

積極的に収集する必要性があり、就職前に十分に準備をし、学生自

身の希望や期待と入社後の現実とをできるだけ一致させるようにす

ることが重要である 1 8。  

（ 2）ビジネス日本語、外国語能力の強化。就職後の職場での言

語・文化・習慣の違いによる問題を解消するために、ビジネス日本

語や外国語能力を強化することが必要だろう。調査対象者は現在の

仕事にやや満足感を示していたものの、ホテルでの日本語使用のハ

ンディや文化的価値観の違いによる業務遂行上の問題を感じていな

いわけではない。日本社会での生活経験が長く、日本語・日本文化

に精通した元留学生であっても、日本人的思考に基づく仕事の仕方

に違和感を覚えることもあるようで、仕事領域での過重な負担が私

生活への影響を及ぼすことへの抵抗感を覚える外国人社員も少なく

ない 1 9。「ビジネス日本語が重要だ。職場を模擬したもの、キャッ

 
1 8   横須賀柳子（ 2 0 1 5）「元留学生外国人社員の就業の現状と課題― 2 0 1 4 年度

調査中間報告を中心に―」ウェブマガジン『留学交流』 2 0 1 5 年 3 月号、 p p。
8 - 2 1。  < h t t p : / / w w w。 j a s s o。 g o。 j p / a b o u t / w e b m a g a z i n e 2 0 1 5 0 3。 h t m l >  
（ 2 0 2 0 . 1 0 . 2 0 閲覧）を参照。  
1 9   横須賀柳子（ 2 0 0 6）「元外国人留学生の入職期における組織社会化の変容

過程」『異文化コミュニケーション』 9、 p p . 1 5 5 - 1 7 1 を参照。  
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プストーン・コースでビジネス日本語を導入したのは大いに役に立

った。また、日本の商社には好みがあり、面接力も強化する必要が

ある。事務室で E x c e l の日本語版をよく使用しているので、大学で

教えるべき。データの整理術が弱すぎる。」「日本語ではなく、韓

国語をはじめとする外国語コースを履修したほうがいい。ホテルだ

から外国人客が多い。異なる外国語を通して、より良いサービスを

提供することができるから。」といった調査対象者の語りからは、

実用化を標榜しつつもまだビジネス日本語のコースが充実していな

い日本語学科などでは、ビジネス日本語に関するコースデザイン、

教師陣、教授法が不十分であることが推察される。  

 

6  おわりに  

 以上、本稿では日本のホテルに就職している元台湾日本語学科生

スタッフの初期の職場適応に関する調査を報告し、現状と課題につ

いて分析、考察してきた。十分なサンプル数ではないが、半構造分

析による多角的な考察を試みた。元日本語学科生スタッフ自身の語

りを通して、職場適応プロセスと職場適応の課題を明らかにするこ

とによって、日本に滞在している台湾人スタッフの初期の職場適応

プロセスと直面する課題について、ホテル側や大学側に示唆を提供

した。また、元日本語学科生スタッフがホテル側や大学側に期待す

る支援を明らかにすることによって、ホテル側や大学側へ働きやす

い支援のあり方についても示唆を提供した。本研究の成果は長期間

の在留資格で職場で働いている人たちにも波及できると考えられる。

本研究はある程度コアとなるような日本語学科生スタッフの職場適

応プロセスや課題に活用できると考え、日本語学科の職場教育にも

伝える意義がある。  

しかしながら、本稿で報告したのはインタビューの半構造分析で

あり、量的調査と分析は今後の課題として残されている。そして、

インタビューの質問項目については、元日本語学科生スタッフのみ

に聞き取りを行ったため、受け入れ側による元日本語学科生スタッ
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フへの評価、支援体制などの意識への把握ができなかった。今後、

ホテル以外の日本企業に就職した元台湾日本語学科社員の調査、ま

たは日本・台湾企業における適応過程の比較を計画しているが、よ

り複合的視点から高度人材育成のあり方について検討していく。こ

れらの論考については別稿に譲りたい。  
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